
 
 
 
 
 
 
 
 
      

「自立」の練習から経験を積む  ～夏休みを有意義に 

校長 小野島 晶 
 

連日の酷暑が続く中、本日終業式を迎えました。明日から３３日間の長期の休みとなりま

す。暑さと併せ、毎日をどう過ごすか。子供たちには、「自分なりによく考え、方法を決め、

実行する、自立した行動を心がけて。」と、終業式で改めて伝えました。有限な時間を無計

画で過ごさないためにも、学期の区切りに私が意識して伝えてきた、子供自身が立てる「目

標」を道しるべにしてほしい、自立への試行錯誤をしてほしいと願うばかりです。 

地域・保護者の皆様には、１学期間の多大なるご理解とお力添え、そして子供たちを毎日

支え励ましていただきましたこと、本当にありがとうございました。ぜひ子供たちとの対話

から、彼らの４月からの足跡を共に振り返り、頑張り・成長などは喜び合い、併せて長い休

みを過ごすために相談に乗り、ヒントやアドバイスをお願いいたします。 

 

さて、本校は子供たちの成長や自立の実現を第一に、４月から様々な改革に着手してきま

した。教職員が一丸となり、日々悩みながら子供たちのために何ができるかを考え、協力し

手探りで取組を前に進めてきました。 

３年生以上の学年内教科担任制、子供主体で創る運動会など、「子供を主語に」した学校

づくりは山あり谷あり。皆様からの温かい応援の言葉に勇気をもらい、また厳しいご意見か

ら新たな視点をいただき、気持ちを奮い立たせて取り組んでまいりました。そして、子供た

ちはもとより、関係者の皆様にも、成長した子供の姿を根拠に説明できるよう発信にも少し

ずつ努力してきました。（皆様の受け止めはいかがでしょうか。） 

 

明日からの長い休みは、子供たちにとって学校を離れ、ご家庭中心の生活となります。普

段の学校生活では十分に得られない多様で体験的な機会や実際の経験、例えば新たな人との

出会いやつながり、初めて行く場所との出合い、自然体験など、直接の体験から心を動かさ

れたり見聞を広めたりできることは、何にも代えがたいものです。可能な限り、そうした環

境づくりなどで子供たちを支えてあげてください。（子供の自立した学びへ） 

同様に、教職員にとっても、一時的に子供と離れ、時間をかけて自分磨きができる貴重な

時間です。人間としての幅を広げ、懐を広くし、再び子供たちの前に価値ある教師として立

てるよう、様々な経験や学びをとおして、努力を重ねる所存です。 

 

 ８月２７日（水）の始業式。一回りたくましくなった子供たちと再びしっかり向き合いた

い。再会を心待ちにしています。一人一人にとって、健康・安全で有意義な夏休みとなるよ

う、心から願っております。 

学校の教育目標 

○思いやりのある子 

○深く考える子 

○からだを鍛える子 とんけし 
富岸小学校 学校だより №５ 令和７年７月２４日 

ホームページ http://www.noboribetsu.ed.jp/~tn_info/ 
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